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プロテオミクスは、非常に複雑でダイナミックレンジの広いタンパク質混合物を分析対

象とする研究手法です。この難題に挑戦するため、これまでも様々な手法が開発され

てきました。 

ここに、これまで成し得なかったディープな解析を可能にする全く新しい手法が誕生し

ました。 

Matthias Mann 教 授 （ Max-Plank Institute ） の ア イ デ ア （ J. Proteome 

Res., 2015, 14 (12), pp 5378–5387）と Bruker の技術が生み出した PASEF™ です。 

 

既存の機器を用いた測定では、MS 

や MS/MS の取り込み速度を早めた

際に、感度（S/N）もしくは分解能の低

下が避けられませんでした。これに対

して PASEF では、質量分解能がデー

タ取り込み速度に依存しないのはもち

ろんのこと、実効データ取り込み速度

を早めた際にもプリカーサの強度が維

持されます。すなわち、PASEF を用い

れば、実効データ取り込み速度を速め

ても、分解能と感度はトレードオフでは

なく、両立させることができるのです。 

 

本セッションでは、PASEF によるまった

く新しいショットガンプロテオミクスにつ

いてご紹介します。 
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